


2019 年  8 月  23 日  

化学産業論講座 企画書  
 

化学人材育成プログラム協議会  
化学産業教育ワーキンググループ 

 

講座名  化学産業論  

講師  化学人材育成プログラム協議会  会員企業 (33 社 )より派遣  
講座の目的  ①  産業界の視点に立ち、「Science としての Chemistry が、ソリューショ

ン･プロバイダー (課題解決型企業 )としての Industrial Chemistry にど

のように結びついているか」を伝える。  
②  現在学んでいる「化学」が、「世の中でどのように役立っているか」を

理解し、更には自分が化学分野で将来活躍するために、「今何をすべき

か」を学生が考える機会とする。  
講座内容  最初の 3 回の講義で、化学産業の現在・過去・未来を概観する。ソリュー

ションプロバイダー（課題解決型産業）である化学産業の現代社会におけ

る位置づけを Industrial Chemistry の背景として説明する。20 年先（受講生

がもっとも活躍する頃）の化学産業を支える Industrial Chemistry を産みだ

すために、Science としての Chemistry がいま挑戦すべき課題をあげる。  
第 1 回：総論Ⅰ：「ソリューション・プロバイダーとしての化学産業」  

・化学産業の過去から現在までについて一通り説明する。また、幅広い

産業を顧客として抱え、影響力が大きい産業であることも説明する。

化学産業は、｢過去｣、｢現在｣、そして｢未来｣もソリューション・プロ

バイダーである (あり続ける )ということを伝える。  
・Science としての Chemistry が Industrial Chemistry にどのように結

びついているかについて、具体的な事例を挙げて判りやすく説明する。

例えば、ノーベル賞受賞技術や化学の教科書に記載されているような

典型的な反応等について、実際に工業化されたプロセス、化学製品、

その用途等を紹介する。  
第 2 回：総論Ⅱ：「イノベーションから見た日本の化学産業」  
・Science から発展した日本発の技術が、機能化学品の工業化にどのよう

に進展したのか、「イノベーションとは？」の切り口から解説する。ま

た、日本の化学産業の強みを分析し、これからの日本の化学産業が進

むべき道を予測する。  
(1) イントロ  

化学産業の特徴：多くの産業にソリューションを提供  
日本の化学産業のプレゼンス：化学は日本の主要産業  
世界の化学産業の中での位置づけ：  

(2) 化学産業におけるイノベーション  
イノベーションの定義  
化学におけるイノベーションの歴史、分類  
企業におけるイノベーション戦略  

(3) 汎用化学から機能化学へ  
日本の Science から発展した機能化学品と市場  

(4) 日本の化学産業のこれから  
日本の化学産業の強み、方策  



第 3 回：総論Ⅲ：「化学産業の未来」  
(1) 2030 年化学が提供するイノベーション  

顧客産業 (自動車、航空機、半導体、家電等 )の 2030 年頃までのロード

マップを示し、それぞれの課題に対して、化学産業としてどのような

ソリューションを提供できるかを説明する。  
(2) 2050 年化学産業の可能性  

2050 年を想定し、それぞれの課題に対して、化学産業が提供でき得る

ソリューションの可能性を提示する。  
(3) 負の遺産  

化学が社会に与えてしまった負の影響も紹介。さらに、その負の影響

の解決に化学技術が貢献していることについても紹介する。  
(4) その他  

  ・学生の時に、何を学んでおくべきかということも伝える。  
  ・その他、研究者としての倫理、未来を担う人たちへのメッセージ。  
 
第 4 回目以降：個別テーマ (協議会企業 ) 

(1) 狙い  
総論で説明したソリューション・プロバイダーとしての化学産業の

位置付けについて、個社の具体的な事例の講義を通して、さらに理解

を深めてもらう。  
(2) 内容  

◆協議会会員企業の講師が、個社の具体的な事例について、以下の点

を中心に説明する。  
・個社の事例 (事業、製品、技術等 )がどのような社会的課題を解決し

ているか。  
・個社の経営戦略、事業戦略の中で、その事例 (事業、製品、技術等 )

がどう位置付けられているか。  
◆講師の企業でのキャリアを紹介し、学生が 10～20 年先のキャリアデ

ザインを考えるための情報を提供する。  
◎テーマの例  

「エレクトロニクス材料」、「光学フィルム材料」、「易加水分解性樹

脂」、「電池材料素材」、「炭素繊維材料」、「界面活性剤」、「水処理材料」、

「農薬」、「医薬」、「肥料」、「環境浄化材料」、「生体適合性材料」、「高

吸水性樹脂」、「シリコーン樹脂」、「セルロース材料」、「有機顔料」、

「合成ゴム」、「液晶材料」、「包装用機能フィルム」、「バイオプラスチ

ック」、「エポキシ樹脂」、「人造黒鉛」、「研磨剤」、「人工皮革」  
「新しい食塩電気分解技術」、「ポリオレフィン触媒技術」、「C1 ケミ

カル」、「再生医療」、「植物工場」等  
◎テーマ数  
   1 専攻に対して (半期の場合 )9～11、 (四半期の場合 )3～4 
 

期   間  半期 (12～14 コマ ) または  四半期 (6～7 コマ ) 
関連科目･ 
履修の条件等  

学部 3 年生または修士１年の履修が望ましいが、その他の学年の履修も歓

迎する  
成績評価  出席、および、毎回提出する小レポート  
費用  講師交通費  
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